








Sydney Gurewitz Clemens,  A strong Image of the Child :
Bedrock of the Reggio Emilia Approach-
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Sydney Gurewitz Clemens と Leslie Gleim の著書『新
しい目で幼児を見る―レッジョ・エミリアから子どもた
ちや自分自身について学んだこと』（Seeing Young Chil-
dren With New Eyes：What we’ve learned from Reggio


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































私の最初の本である「The Sun’ s Not Broken, A
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チを学んでいる Sydney Gurewitz Clemens と Leslie
Gleim が，保育者のために書いた本である。主な著者
Clemens は，early childhood curriculum and supervi-
sion の修士をもち，保育者としての 30 年以上の実践経
験があり，その後 Pacific Oaks College に数年間勤務し，
また各地で大人のためのワークショップやセミナーを
行ったり，専門誌に論文を載せたりしている。NAEYC
（National Association for the Education of Young Chil-
dren）でも活躍されている。単著には，次のようなもの
がある。The Sun’s Not Broken, A Cloud’s Just in the
Way : On Child-Centered Teaching. 1984. /Centering
on the Children. 1985. /Pay Attention to the Children :
























発達研究』第７号 2015 p 36. 参照）。
著者 Clemens は，まず，実践の基本原理・子どもの捉
え方として「子どものイメージ」について１章で述べて
いる。レッジョ・エミリア・アプローチというと，プロ
ジェクト活動が強調されがちであるが，それはレッジョ
の一部であり，またそれをたんなる技術として捉えるの
山本 理絵・原 明子
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ではなく，その根底にある子ども観・子どもの捉え方が
重要である。著者は，豊かで満ち足りていて力強く有能
な子どものイメージをもつことが基本だと考え，１章で
は，このイメージとらえ方について探究している。
著者は，この「子どものイメージ」に出会って，感銘
を受けているが，それまでの空っぽの子どもに情報を一
方的に注ぎ込むような「古い子どものイメージ」から「新
しい子どものイメージ」に転換し，それを身につけて実
践できるようになることは簡単なことではなく，著者本
人もジレンマを抱え自分の実践を反省しつつ，新しい「力
強い子どものイメージ」を説明している。
このような子ども観をもって実践する場合，大事なこ
とは，まず子どもをよく観察し，ドキュメンテーション
の過程の中で，子どもを理解しこれから起こりうる行動
を想像・予測すること，子どもの選択を大切にし，観察
したことを省察することである。たんに自然発生的な子
どもの活動に任せるのではなく，子どもの声に耳を傾け，
子どもたちの興味に応じて，「資源」を提供し，子どもの
意図と保育者との対話によって，子どもに気づかせなが
ら，もっと深く探究できるようにするのである。
著者は，このような保育者の働きかけを「挑発 pro-
vocation」という概念を用いている。この言葉は，日本
語では少し強めの印象があるので，「誘発」「誘いかけ」
などの訳の方がよいかもしれないが，一般的な訳として
「挑発」とした。保育者が，観察・ドキュメンテーショ
ンによる省察をもとに，質問したり言葉をかけたり，行
動することによって，子どもたちを刺激して遊びを広げ，
深い探究・深い思考を呼び起こすということである。年
齢の一般的発達にとらわれず，一人ひとりの子どもが興
味をもっていること，子どもたちの写真，会話の録音な
どのデータを集め教員間で議論すると同時に，子どもた
ちにそれらを見せて，子どもたちにも考えさせることが
必要になってくる。プロジェクトが最初にありきではな
く，このような過程で，プロジェクト活動が立ち上がっ
てくるのである。
ここで述べられているような子どもの捉え方と保育者
の基本的な姿勢については，日本の保育においても，そ
れほど異論はないであろうが，具体的な保育場面におい
ては保育者は判断や行動に迷うことが多く，放任してし
まったり指示しすぎてしまったりしがちである。また，
真の意味でドキュメンテーションに取り組んでいる園は
まだそれほど多いとはいえない。本書で紹介されている
実践事例を参考に，個々の保育実践においてさらに議論
することによって，子ども観・保育観や指導原則につい
て深めていく必要がある。 （山本 理絵）
付 記
本章の一部は，愛知県立大学大学院人間発達学研究科
博士前期課程の 2014年度の授業「保育援助論特講」でも
臼井麻由美，鈴木ゆかりらと討論した。また，第１章後
半部分については，後期課程院生の浅田明日香らと討論
した。その上で，原明子が改めて第１章全体を翻訳し，
山本理絵が修正加筆した。
なお，著者には，日本語訳公開の許可を得ている。
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